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う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
。

若
者
が
定
着
す
る
活
力
あ
る
ま
ち
。

産
業
が
栄
え
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
。

そ
ん
な
夢
の
あ
る
日
向
が
好
き
で
す
。
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市政の基本方針と重点施策

地域に公平な施策事業を艦進し、夢の

あるまちつ敵り人つ敵りに全力を尽くしま寅
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私
は
、
日
向
市
政
を
担
当
し
て
四
年
を
経
過
し
ま

す
が
、
市
長
就
任
以
来
一
貫
し
て
『
清
潔
・
誠
実
・

公
平
』
を
信
条
と
し
、
国
・
県
と
の
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
市
政
運
営
を

心
が
け
、
対
話
と
協
調
を
深
め
な
が
ら
市
政
の
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
実
績
を
ふ
ま

え
、
地
域
経
済
の
振
興
と
活
性
化
、
都
市
基
盤
の
整

備
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
市
民
生
活
の
向
上
と
環

境
保
全
対
策
、
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
き
め
細
か

い
福
祉
施
策
の
拡
充
、
教
育
環
境
の
整
備
充
実
と
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
・

人
づ
く
り
を
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
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日向市長

博踊

第
二
回
日
向
市
議
会
（
三
月
定
例
会
）
は
、
三
月
三
日
か
ら
十
九

日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
に
は
、
初

日
に
三
樹
市
長
か
ら
、
五
年
度
の
市
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
条
例
十
二
件
、
事
件
決
議
五
件
、
予
算
十
七

件
の
計
三
十
四
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
終
日
に
は
、

議
員
提
出
議
案
五
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
五
年
度
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
五
月
号
で
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
し
て
、
今
月
号
で
は
、
五
年
度
の
市
政
の
基
本
方
針
と

主
要
な
施
策
の
概
要
、
及
び
条
例
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

■
楽
な
纂

都
市
基
盤
の
整
備

　
ま
す
、
総
ム
ロ
交
通
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
懸
案
の
東
九
州
自
動
車
道
と

九
州
横
断
自
動
重
道
延
岡
線
の
早
期
整

僅
が
、
本
弔
の
産
業
振
興
の
中
核
を
な

す
も
の
で
あ
り
、
地
方
拠
点
都
市
地
域

指
定
と
ム
ロ
わ
せ
て
、
県
北
一
体
と
．
な
っ

て
憤
極
的
な
運
動
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
光
寺
以
南
の

国
道
十
号
線
拡
幅
に
つ
い
て
も
、
財
光

寺
南
士
地
区
画
整
理
事
業
と
の
一
体
的

な
整
隔
に
つ
い
て
、
国
・
県
に
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

　
更
九
州
の
物
流
拠
点
と
し
て
の
口
話

港
も
、
国
・
県
芯
び
に
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、
近
代
的
機
能
を
備

え
た
港
湾
と
し
て
着
実
に
整
煽
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た

め
に
も
引
き
続
き
早
期
完
成
に
努
力
し

て
、
名
実
と
も
に
九
州
の
一
扇
の
要
に
ふ

さ
わ
し
い
港
に
調
印
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
ぜ
ん
．
．

　
さ
ら
に
、
上
・
下
水
道
事
業
の
足
進

や
都
市
計
画
街
路
、
た
い
え
い
橋
の
ヨ
＋

期
完
成
、
下
ケ
浜
涌
線
改
良
事
業
な
ど

の
ほ
か
、
公
園
施
設
の
整
痛
充
実
を
図

り
ま
す
．
．
同
時
に
、
］
ふ
る
さ
と
の
川
モ

テ
ル
事
業
し
に
よ
る
庄
手
川
の
本
格
的

な
隠
州
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
石
益

じ
、
吉
野
川
、
塩
見
川
に
つ
い
て
も
、

快
適
な
水
辺
空
間
を
活
か
し
た
豊
か
な

ま
ち
つ
く
り
に
努
め
ま
す
。
．

　
ま
た
、
土
々
呈
毛
住
宅
の
建
て
替
え

を
は
じ
め
、
細
島
東
部
地
区
住
環
境
の

整
備
、
鉄
道
高
架
と
中
心
而
宙
地
の
整

備
並
ひ
に
、
南
日
向
駅
前
周
辺
を
中
心

と
し
た
車
岩
地
区
の
開
発
整
傾
に
つ
い

て
も
、
補
助
事
業
な
ど
の
制
度
耳
一
。
用
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

観
光
の
開
発

　
第
二
次
伊
勢
ケ
浜
涌
浜
公
園
整
痛
や

サ
ン
パ
ー
ク
公
園
整
備
に
つ
い
て
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
自
主
的
・
主
体

的
な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
な
ど
の
制

厘
を
活
用
し
て
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
細
島
商
業
港
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
、
お
倉
ケ
浜
シ
ー
サ

イ
ド
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
も
、
補
助

事
業
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的

計
画
酌
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
日
向
岬
か
ら
サ
ン
パ
ー
ク
ま

で
の
湧
岸
線
、
さ
ら
に
、
美
々
津
の
畜

い
町
並
み
保
存
地
区
な
ど
、
豊
か
な
自

然
と
歴
史
を
活
か
し
た
観
光
文
化
資
源

の
整
備
を
進
め
、
各
種
イ
ヘ
ン
ト
に
よ

る
P
R
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
努
力

し
ま
す
。
特
に
、
観
光
開
発
に
つ
い
て

は
、
入
郷
地
域
を
含
め
た
広
域
観
光
ル

ー
ト
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ

の
　
環
と
し
て
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
結

ば
れ
て
い
る
川
崎
市
と
の
市
民
交
流
事

業
の
実
現
に
向
け
て
、
入
日
町
村
と
　

体
と
な
っ
て
準
煽
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
事
業
が
人
材
交
流
に
と
ど
ま

ら
ず
、
首
都
圏
と
の
経
済
・
文
化
の
交

流
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

鮮
轡

　
　
　
r
、
q
博
、
、
．

市
民
福
祉
の
向
上

　
高
齢
社
会
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

市
独
自
の
老
人
福
祉
計
画
に
沿
っ
て
医

療
・
保
健
・
福
祉
の
　
体
的
な
機
能
の

充
実
を
図
り
、
き
め
細
か
い
福
祉
施
策

の
積
極
的
な
展
開
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
に
、
肝
年
の
「
日
向
而
住
み
よ
い

福
祉
の
ま
ぢ
づ
く
り
協
議
く
云
」
の
提
二
四

を
受
け
て
、
地
域
福
祉
の
［
上
を
促
進

す
る
た
め
の
「
，
ふ
れ
あ
い
ま
ぢ
づ
く
り

事
業
」
や
、
障
窒
ロ
者
に
優
し
い
ま
ぢ
つ

く
り
の
た
め
の
「
地
域
福
祉
推
進
特
別

対
策
事
業
」
を
導
入
し
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
∋
ン
の
推
進
に
努
め
ま
す
．
、
ま

た
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
沁
策
に
努
め

る
と
と
も
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
促
進
を
図
り
ま
す
．
．

　
建
康
つ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
も
、

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
体
制
の
充
実

を
推
進
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

　
こ
み
・
し
尿
処
理
施
設
の
整
備
充
実

に
努
め
な
が
ら
、
こ
み
の
減
量
化
や
再

資
源
化
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

公
署
対
策
、
自
然
環
境
の
保
護
に
つ
い

て
も
ム
フ
後
、
行
政
指
導
体
制
の
確
豆
を

含
め
て
、
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
．
、

　
消
防
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
車

成
五
年
度
か
ら
消
防
職
員
定
数
の
見
直

し
を
行
い
、
七
人
増
員
し
て
体
制
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
四
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
コ
明
る
い
ま
ち
つ
く
り
推
進
事

業
し
も
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業
を
活

用
し
て
集
落
悶
の
防
犯
灯
設
置
に
取
り

組
み
ま
す
、

凹



産
業
の
振
興

　
ま
す
、
農
林
水
産
業
の
振
興
は
、
農

村
総
ム
ロ
整
備
モ
テ
ル
事
業
、
土
地
改
良

事
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
生
産
基
盤
の

整
備
や
、
曲
辰
村
生
活
環
境
の
垂
幕
を
図

る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
畔
道
整
備
や
、

ふ
る
さ
と
林
道
整
痛
事
業
な
ど
の
活
用

に
努
め
ま
す
。
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
魚
礁
、
築
磯
な
ど
の
整
備
を
促
進

す
る
な
ど
、
後
継
者
が
育
つ
魅
力
あ
る

震
林
水
産
業
づ
く
り
に
努
力
し
ま
す
。

　
灰
に
、
中
心
商
店
後
の
再
開
発
と
、

u
R
日
豊
本
線
の
運
続
亘
体
交
差
、
い

わ
ゆ
る
鉄
道
古
司
契
事
業
は
、
本
而
が
、

将
来
的
に
も
匿
域
の
商
業
中
核
都
市
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
現
在
．
地
元
商
店
街
の

協
刀
の
も
と
、
特
定
吝
業
集
積
事
業
の

推
進
と
、
鉄
道
高
契
事
業
の
早
期
着
手

の
た
め
の
態
勢
つ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

さ
る
二
十
一
［
□
、
官
民
ム
ロ
同
の
「
．
鉄
道

高
架
事
業
推
進
期
成
会
」
か
発
足
し
た

と
こ
ろ
で
す
．
、
ム
コ
後
、
さ
ら
に
均
衡
あ

る
而
街
地
形
成
を
め
ざ
し
、
国
・
県
と

も
十
分
検
討
し
な
が
ら
、
早
期
実
現
に

努
め
ま
す
。
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特
に
、
欣
送
大
学
の
誘
致
に
つ
い
て

は
車
成
四
年
厘
か
ら
、
県
北
部
広
域
弔

町
村
圏
協
区
会
で
日
向
而
に
設
置
す
る

た
め
の
運
動
を
展
堕
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
て
お
り
．
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、

官
民
が
」
体
と
な
っ
て
早
期
実
現
の
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
等
か
な
人
間
性
と
創
造
的

な
文
化
を
培
う
た
め
、
彫
刻
の
あ
る
ま

ち
つ
く
り
、
美
々
津
の
暑
統
的
建
造
物

撃
保
存
整
備
事
業
な
ど
も
積
極
的
に
進

め
ま
す
．
、
ま
た
、
女
性
の
ま
ち
つ
く
り

へ
の
積
極
的
な
参
一
加
を
促
．
進
一
す
る
な
ど
、

女
荏
行
政
の
推
進
に
も
引
き
続
き
努
力

し
ま
す
．
、

　
社
会
体
育
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
建

実
つ
く
り
や
競
授
力
の
向
上
を
図
る
た

め
の
施
設
整
備
に
取
り
組
む
た
め
、
お

倉
ケ
浜
シ
ー
サ
イ
ド
開
発
基
本
計
画
の

中
で
位
置
づ
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

業
の
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
給
水
区
域
の
拡
大
、
水
道
未
普
及
地

域
の
解
消
お
よ
ひ
浄
水
場
の
整
備
な
ど
、

飲
用
水
の
安
定
供
給
を
自
的
に
、
平
成

元
年
度
か
ら
七
年
度
ま
で
の
継
続
事
業

と
し
て
着
手
し
た
「
第
⊥
ハ
次
拡
張
事
業
」

は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
四
年
度
に
は

塩
見
亭
原
・
富
高
山
□
の
一
一
地
区
で
、

上
水
道
未
普
及
地
域
の
解
消
を
図
り
ま

し
た
。
五
年
度
も
引
き
続
き
、
送
配
水

管
の
布
設
と
撫
ぜ
て
権
現
原
浄
水
場
の

排
水
処
理
施
設
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
水
解
消
の
た
め
の
配
水
管

更
生
工
事
や
、
齪
水
管
未
整
備
箇
所
の

解
消
記
事
を
行
い
、
併
せ
て
漏
水
調
査

を
実
施
し
て
有
収
率
の
向
上
に
努
め
、

水
道
の
安
定
的
供
絡
と
安
全
で
お
い
し

い
水
の
碓
保
を
図
り
ま
す
。

纒
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教
育
文
化
の
向
上

　
ま
ぢ
つ
く
り
は
人
つ
く
の
・
か
ら
と
い

う
認
識
で
、
生
涯
教
育
の
推
進
を
図
り

な
が
ら
、
学
校
教
育
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
大
規
模
改
造
事
業
な
ど
を
実
施
し

て
教
蕎
施
設
の
整
備
に
努
め
誌
す
。

条
例

日
向
市
健
康
づ
く
り
振
興
基
金
条
例

　
国
は
、
平
成
五
年
贋
か
ら
国
保
財
政

安
定
化
支
援
事
業
と
し
て
、
事
業
費
を

地
方
交
付
税
に
財
源
措
置
す
る
と
い
う

施
策
を
実
施
し
ま
し
た
．
、

　
本
市
で
は
、
そ
の
一
兀
本
及
び
運
用
益

金
を
、
五
年
度
で
終
了
す
る
ヘ
ル
ス
バ

イ
オ
一
一
ア
ク
ウ
ン
事
業
の
継
続
と
、
健

康
つ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
耀
索
管
理
セ

ン
タ
ー
の
各
種
事
業
に
当
て
る
た
め
、

一．

v
の
事
業
費
を
も
と
に
基
金
を
設
置
し

ま
し
た
。

水
道
事
業

　
公
堂
．
企
業
の
基
本
原
則
に
基
づ
き
、

常
に
企
業
の
経
済
性
を
発
揮
し
て
、
事

　
幕
．
金
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

岸
壁
財
政
に
負
担
を
か
け
す
に
、
皆
さ

ん
の
．
健
夷
づ
く
り
事
業
を
進
め
ま
す
。

日
向
地
区
小
児
夜
間

急
患
セ
ン
タ
ー
条
例

　
日
向
地
区
小
見
夜
間
急
悉
セ
ン
タ
ー

は
、
門
日
丑
、
及
ひ
入
郷
町
村
か
ら
日
向

市
が
事
務
の
委
託
を
受
け
て
、
済
生
く
云

日
向
病
院
床
、
に
設
置
し
ま
し
た
。
．
管
理

運
営
は
［
三
刷
病
院
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、
日
向

懐
郷
地
区
の
小
児
急
病
患
者
へ
の
夜
間

の
診
療
が
可
能
に
な
り
、
地
域
医
療
サ
　
　
位
置
づ
け
、
そ
の
設
置
及
ひ
管
理
運
営

ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
を
定
め
た
む
の
で
す
。

曜向
藍
l
凶
ハ
・
圏

　
伊
勢
ケ
浜
海
浜
公
園
整
備
事
業
に
よ

り
、
伊
勢
ケ
浜
に
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
ま
し
た
の
で
、
施
設
の
設
置
及
び

管
理
運
堂
」
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
ヒ
r
チ
ハ
ウ
ス
に
は
休
憩
室
、
シ
ャ

ワ
ー
室
、
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
を
設

置
し
て
お
り
、
シ
ー
ズ
ン
の
海
水
浴
客

の
当
主
を
図
り
ま
す
．
、

藤
幽

．
巳

に
消
防
部
門
、
民
生
部
門
、
建
設
部
門

で
職
員
増
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
五
百
二

十
一
一
人
か
ら
十
一
二
人
増
や
し
て
五
肖
＝
二

十
五
人
に
改
正
し
た
も
の
で
す
。

噺
駐
車
場
条
例
≡
日

　
駅
前
固
辺
の
利
便
性
の
向
上
と
、
周

辺
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

日
旬
而
駅
南
側
の
国
鉄
清
算
事
業
団
の

凹
地
を
購
入
し
て
、
駐
車
場
を
造
り
ま

し
た
．
．
ま
た
、
現
在
、
而
土
地
開
発
公

社
に
管
理
を
委
託
し
て
い
る
日
向
市
駅

口
口
駐
車
場
も
．
而
営
駐
車
場
と
し
て

日
向
市
職
員
定
数
条
例
の

｝
部
を
改
正
す
る
条
例

　
市
の
職
員
定
数
は
、
昭
和
五
十
七
年

に
改
正
さ
れ
て
以
来
、
十
一
年
を
経
週

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
社
会
経
済
状
況

の
変
化
に
よ
り
行
政
需
要
は
増
え
続
け
、

高
齢
化
対
策
、
社
会
資
本
の
整
備
や
地

域
振
興
対
策
な
ど
が
増
大
し
て
き
ま
し

た
。
而
は
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組

織
機
構
の
簡
素
ム
ロ
理
化
、
O
A
化
、
事

務
の
外
部
委
託
な
ど
を
図
り
、
極
力
職

員
増
を
抑
え
て
き
ま
し
た
が
、
行
政
の

果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
特

舗
離
盟
鑛
鍛
璽

屠
副
譲
蒔
逐
一
庵

　
　
公
務
ロ
貝
の
完
全
週
休
一
［
□
制
に
つ
い

　
て
は
、
平
成
四
年
四
月
に
地
方
自
治
法

　
が
改
正
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
休
日

　
と
し
て
す
べ
て
の
土
曜
日
を
定
め
る
こ

　
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
国
に
お
い
て
は
昨
年
五
月
か
ら
、
県

　
に
お
い
て
は
旺
年
十
一
月
か
ら
、
四
週

’

　
八
体
制
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
、
こ
の

　
よ
う
に
国
及
ひ
県
が
移
行
す
る
中
で
、

　
市
町
村
も
移
行
す
る
よ
う
指
導
を
受
け

　
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
向
而
も
実
施
す

　
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　
　
皆
さ
ん
に
、
週
休
二
日
制
へ
の
移
行

を
知
っ
て
い
た
だ
く
期
間
を
お
い
て
、

六
月
か
ら
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

［日向市
敬
老
年
金
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
敬
老
年
金
は
、
高
齢
者
を
敬
い
長
寿

を
祝
う
目
的
で
、
昭
和
四
十
一
一
一
年
に
一

時
金
の
支
給
制
度
を
定
め
た
も
の
で
す

が
、
名
称
が
国
民
年
金
な
ど
の
拠
出
年

金
と
の
混
同
を
招
く
こ
と
か
多
い
の
で
、

「
日
向
市
長
寿
祝
金
条
例
」
に
改
め
、

併
ぜ
て
、
在
ロ
］
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
も

祝
金
を
支
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を
祝
福
す
る
こ

と
に
し
た
も
の
で
す
。

す
さ
ノ

温
＼
｝

　
し
　
　
　
う

　
．
を
侮
、

■■■巳金一
　　日向市監査委員事務局長
　　　　　山　口　浩　充さん（50）

　実家は愛知県豊橋雨ですが、父
の仕事の関係で横浜、艦鶴など港
町を点々としました。

　昭和38年に会計丁合院に入后。

主に1日国鉄、建設省、防衛后など

の事業検査を担当してきました。
　人事交流で、前任の森公司さん
に続いての赴任です。外部出向は
初めての経験ですが．お互いを知
るうえにも入事交流は有意義です。

ます、日向雨を知ることから始め
たいと思っていま弓。

　日向而には初めて来ましたが、
住んでいる人々が純朴であたたか

いですね。特に、学生が気さくに
あいさつしてくれるのに新鮮なE日
象をもぢました。

　趣味はハトミントン、釣り、＝1

ルフです。これから2年間、よろ
しくお願いします。

‘
・

’
鱒

真

■『／
　　　家庭児童相談員

　　　　　三樹茂夫さん㈱
　40年間教職をつとめて、4年前

に退職しました。その後も、初任
者研修の講師や非常勤の講師をし
ていましたが、4月り日から家庭
児童相談員を委嘱されました。

　趣味は、絵と農・園芸です。

　家庭児童相談員の仕事は、市健
康管理センターでの1歳6カ月児
健診、3歳児健診の際の定期相談
や県延岡児童相談所の巡回児童相
談で一緒に相談を受けること。家

庭でのしつけ、言葉の遅れ、かん
しゃく、粗暴、登校拒否、非行間
題など家庭児童相談室を訪れる方
からの相談に応じることです。

　適切な解決策を見いだせるよう、
今一一生懸命勉強qコです。
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南の守りは万全です
‘

駈

冴

　　　ギ焦

盟r論

火

一
こ

思

酔
…
一 順匿幽幽一

　　

@　

@
’

　　
@　i

茎
【

斌
・溜

カ

哩

　敷地面積553平方濡、建物面積252平方㍍。

鉄骨造一部2階建。1階は約167平方向で、

事務室、消防車庫、休憩室、仮眠室などがあり

ます。2階は約86平万㍍で、会議室になって

おり、皆さんが会議や集会などに利用してい

ただけるよう、地域に開放されます。また、

ホース乾燥塔を含めて、美々津の町並みに

マッチした造りとなっています。

　建設費は約7，500万円

地域に開放される会議室

7

1．一｛

』一も二．．

広くなった消防車庫

3月29日に行われた落成式

町並み保存地区美々津の玄関
　「1． ＾’

煤D．． 凋

d

1＼　　　　　三　1＼．

この　

麟
脳、．，‘．邑

℃●
　　　　　　　　を　　　　　　　　　　」◎●自ρ
○．』』．』．
Q

　昭和22年に新設された駅舎が老朽化し、青

少年非行にもつながると、地元から改築の要

望が出されていたため、市が平成3年に南部

地区活性化計画を策定してJRに改築を申し

入れ、同社が630万円をかけて改築しました。

　重要伝統的建造物群保存地区の美々津町並

みにマッチした木造平屋建、面積40平方意の

和風の建物です。

　市も、駅舎改築にあわせて、1，300万円を

かけて水洗トイレや駐輪場、植栽など周辺を

整備しました。

華
　　ぶモ　　　　

　　…轟醜．」．

。響ピ
　　　」．　　一

市が整備した駐輪場と水洗トイレ

3月3旧に行われた落成式

（

コミュニティー活動の拠点施設

・じ優

　細島地区1こは自治公民館9区がありますが、

どの区にも館がなく、共同で利用できる施設

の建設が望まれていました。この要望に答え

て、旧支所跡の市有地に全区が共同で利用で

きる、コミュニティー活動の拠点として細島

地区コミュニティーセンターを建設しました。

　敷地面積約228平方莇。鉄骨造2階建、床面

積249平方意。1階には事務室、図書館、和室、

調理室などがあり、2．階には多目的ホールな

どがあります。総工費は5，250万円。

叡
．

寧毒参

2階

偽．’

初

多目的ホール

4月11日に行われた落成式

ﾈ呼．　　　．’　．

　　　　　　　瞭　．

職4年度

P“酢

叢
筈

＝完成しました

　市は、うるおいと生きがいのあるまちを

目指して人材の育成、福祉の充実、健康の

増進、農林水産業の基盤整備、区画整理事

業、上下水道事業、住宅建設、道路の整備、

教育環境の整備などさまざまな事業に取り

組んでいます。

　平成4年度に取り組んだものの中から、

ハード事業の成果を、今月号と来月号の2

回に分けてこ紹介します。

駅や上町商店街の利用が便利になりました

　市は、平成2年度から日向市駅前周辺の環

境整備に取り組んでいますが、その一環とし

て駅南側に駐車場を設置しました。

　総工費は約2，600万円。面積は1，766平万㍍

で、58台駐車できます。料金は、1時聞未満

は100円。以後は1時間ことに↑00円加算され

ます。ただし、上町商店街を利用される場合

は、商店街が料金を負担しますので、無料で

ご利用いただけます。

3月31日に行われた完成式
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お5ζさん．お優さん畷璽

　「学生時代の勉強には別れを告げたけど、何か学んでみたい」「やっと子育ても一段

落、何か新しいことを始めてみようかしら」……なんて思っていらっしゃるあなた！！

雨教育委員会では、生きがいのある充実した人生を送っていただけるよう、皆さんの

生涯学習のお手伝いをしています。

　その中から、今回は2つの自主学級をご紹介します。

【自主婦人学級】

毎月1同2時間臼隻：．健康や環境問題など、生活に密着した問題を取りヒげて学習しています

また、ド1治公民館を中’L・に行一．、ている婦人学級ては、敬老会や文fヒ祭なビ地域の行’罫も取り入れ

て、それぞれが個性を出した活動をしています
今年度からは」L女性学級”と名称もリフレ・．／シュして、学級生を募子中

【家庭教育学級】

月1回2時聞千・．度、r・どもの健康や本とのかかオ・り、就学前の心構えなど、具体的な問題を取り

　しげてい圭す　また、陶芸などの創作活動やスホーツ・レクリエーションも行一．ノて、伸息づくり
グ）土易にもなってし・ます

学校週511制のスクーートで、ますます地域や家庭の教育ノJに期待が寄せられています、

争．学級生を募集中です　お∫・さんのために、また、あなた自身のためにも参ノ川してみませんか、

お問い合わせとお申し1ムみは、社会教育11叡（實2423）へどうぞ

㌃

青
い
烏
婦
人
学
級

。
●
『
、

一

三
　
上
　
弘
　
子

¶

噛

1

1

］、

ﾆ
庭
教
育
学
級
で
得
た

　
成
果
・
感
動
・
課
題
』

日
知
屋
幼
稚
園

　
　
　
家
庭
教
育
学
級

　
　
　
山
村
米
子

’

■

●

螺
」
炉

，
7

冒
、

　
「
」
補

一 　
私
た
ち
の
学
級
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル

の
会
員
と
ろ
う
あ
協
会
の
会
員
で
構
成

し
て
お
り
、
特
に
人
権
学
習
や
、
る
う

あ
者
へ
の
情
報
提
供
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
同
じ
よ
う
に
障
害

を
持
つ
人
を
講
師
に
招
い
て
講
演
会
を

開
い
た
り
、
他
の
婦
人
学
級
や
家
庭
教

育
学
級
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
視
覚
障
害
者
の
田
．
斐
さ
ん
を
招
い
て

の
講
演
会
で
は
「
そ
う
そ
う
、
私
も
い

じ
め
ら
れ
て
く
や
し
か
っ
た
」
と
共
感

し
、
自
閉
症
の
子
を
持
つ
田
親
を
招
い

て
の
学
習
会
で
は
、
　
「
子
と
も
と
一
繕

に
死
の
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
田
親
の

気
持
ち
が
よ
く
分
か
り
、
お
万
い
に
頑

張
ろ
う
ね
、
と
励
ま
し
ム
ロ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
私
た
ぢ
は
、
ろ
う
あ
者
の

お
か
れ
て
い
る
立
場
や
、
聞
こ
え
な
い

た
め
に
発
生
す
る
多
く
の
不
利
益
、
偏

見
、
一
一
次
障
害
な
ど
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
財
光
寺
小
学
校

や
美
々
津
小
学
校
家
庭
教
育
学
級
に
行

き
、
簡
単
な
手
話
を
教
え
た
り
、
ろ
う

あ
者
の
現
状
を
話
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ろ
う
あ
者
も
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
、
理
解
し
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
．
」
れ
か

ら
も
、
他
の
学
級
や
ク
ル
ー
プ
と
お
お

い
に
お
付
き
ム
ロ
い
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

黛
レ
量
薯
聖
薯
薯
彰
量
聖
聖
曾
薯
彰
童
曾
夕
聖
量
聖
量
聖
重
量
量
量
量
量
聖
彰
量
島

　
私
は
一
一
一
年
間
、
九
月
教
自
学
級
に
参

加
し
ま
し
た
。
一
年
目
は
学
級
生
と
し

て
、
後
の
一
一
年
間
は
役
目
と
し
て
、
子

ど
も
が
心
身
と
も
に
成
長
し
目
盲
す
る

た
め
に
、
親
は
ど
の
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
す
れ
ば
よ
い
か
を
中
心
に
内
容
を

考
え
計
画
し
ま
し
た
。
学
級
生
全
員
の

意
見
や
希
望
も
取
り
入
れ
、
楽
し
み
な

が
ら
多
種
多
様
な
学
習
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
ロ

　
そ
の
中
で
、
私
が
得
た
最
も
大
き
な

成
果
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
の
絵
本
の

重
要
性
を
認
識
さ
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

絵
本
の
選
び
方
、
読
み
聞
か
ぜ
の
し
か

た
な
ど
の
学
習
や
、
家
庭
教
育
を
考
え

る
集
い
で
の
講
演
を
通
し
て
、
了
ど
も

の
心
の
成
長
に
、
絵
本
は
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
視
察
研
修
で
は
、
国
冨
町
の
エ
テ
ン

の
園
を
訪
問
し
ま
し
た
。
短
時
間
の
訪

問
で
し
た
が
、
生
き
る
こ
と
の
尊
さ
と

同
時
に
、
生
き
る
一
．
」
と
の
厳
し
さ
が
伝

わ
る
、
と
て
も
感
動
を
受
け
た
研
修
で

し
た
。
ま
た
、
職
員
の
方
が
一
緒
に
行
っ

た
子
ど
も
を
見
て
＝
＝
ロ
わ
れ
た
「
子
ど
も

の
頃
か
ら
、
も
っ
と
障
害
者
と
接
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
」
と
の
言
葉
に
込
め
ら

れ
た
願
い
を
考
え
さ
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昨
圧
．
度
に
引
き
続
き
、
　
局
齢
社
く
云
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
が
、
一
．
」
の
問
題

は
避
け
て
は
通
れ
な
い
悶
題
で
あ
り
、

将
来
、
高
齢
社
会
を
支
え
る
子
ど
も
を

持
つ
親
と
し
て
、
ム
フ
後
も
継
続
し
て
学

習
す
べ
き
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
後
に
、
手
芸
や
料
理
、
ス
ポ
ー
ツ

を
取
り
入
れ
た
学
習
は
ス
ト
レ
ス
解
消

に
な
り
、
と
て
も
楽
し
め
ま
し
た
し
、

多
く
の
お
円
さ
ん
万
と
も
親
し
く
な
れ
、

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
で
、
数

々
の
体
験
学
習
が
で
き
た
家
庭
教
育
学

級
で
し
た
。
、

8
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食
べ
物

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
W
a
8
0
n

W
h
e
e
I
と
い
う
お
菓
子
（
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
ス
ナ
ッ
ク
）
の
、
と
て
も

か
わ
い
く
て
楽
し
い
一
丁
レ
ピ
広
告
シ

ー
5
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
、

「
フ
ラ
ン
ス
に
は
W
a
g
O
n
W
h

e
e
一
が
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
カ

タ
ツ
ム
リ
の
一
一
ン
ニ
ク
焼
き
を
食
べ

ま
弓
」
　
「
タ
イ
に
は
W
a
g
O
n
W

〔
e
e
一
が
な
い
の
で
、
代
わ
り
に

焼
き
バ
ッ
ク
を
食
べ
ま
す
」
　
「
デ
ン

マ
ー
ク
に
は
W
a
8
0
n
W
h
e
e

一
が
な
い
の
で
、
代
わ
り
に
ニ
シ
ン

の
酢
漬
け
を
食
べ
ま
す
」
と
い
う
キ

　
あ
ご
幡
醸

　
へ冬

λ　　1ノ
@　　）．；．
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ヤ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。
日

本
に
も
W
a
g
O
n
W
h
e
e
一
ま

あ
り
ま
ぜ
ん
が
、
代
わ
り
に
と
て
も

変
な
物
を
食
べ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

多
分
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
に
と

っ
て
一
番
変
で
、
　
「
番
育
名
な
日
不

の
食
べ
物
は
刺
し
身
で
し
よ
う
．
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
は
、
生
魚
を
食

へ
る
こ
と
を
．
心
配
し
ま
す
。
九
年
霞
、

私
は
友
達
一
一
一
人
と
シ
ド
一
一
一
の
有
名

な
海
産
物
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、
私

と
も
う
一
人
は
刺
し
身
を
食
べ
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
、
他
の
一
一
人
は
食
べ

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
生
魚
を
食
べ

れ
ば
、
多
分
病
気
に
な
っ
て
も
ど
し

て
し
ま
う
、
と
彼
ら
は
考
え
た
か
ら

て
す
。
お
そ
ら
く
、
多
く
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
は
」
．
」
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
。

き
で
す
が
、
下
竜
ば
購
い
て
す
．
．
と

て
も
ま
す
い
し
、

．
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
、
と
て
も

怖
い
で
す
、
、
私
に
は
、
□
］
本
人
が
生

肉
を
食
べ
る
理
由
が
全
黙
分
か
り
ま

せ
ん
．
、
ま
た
、
日
本
人
が
コ
ン
一
一
ヤ

ク
を
食
べ
る
理
由
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

私
に
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
と
て
も
ま

す
く
気
珠
の
悪
い
食
へ
物
で
す
．
．
コ

ン
一
一
ヤ
ク
を
見
る
と
い
つ
も
、
ナ
メ

ク
ジ
を
食
べ
る
こ
と
を
想
像
し
ま
す
．

実
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
と
て

も
恐
ろ
し
い
夢
を
見
ま
し
た
。
で
す

か
ら
私
は
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
決
し
て

食
べ
た
く
な
い
て
す
。

　
私
に
と
っ
て
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
変

．
な
日
本
の
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
、
例

え
ば
鳥
を
矧
理
す
る
時
、
普
通
は
内

臓
と
頭
を
取
り
除
き
ま
す
が
、
時
々
、

日
本
人
は
鳥
の
全
体
を
食
べ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
は
毒
魚
（
フ
ク
）
も

食
べ
ま
す
。
皆
さ
ん
は
「
S
i
m
P

S
Q
n
S
」
と
い
う
一
ア
レ
ピ
番
組
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
話
の
中

で
口
［
O
m
e
「
　
S
・
I
m
P
S
O
n

．
は
、
日
本
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
て
フ

ク
を
食
べ
て
死
に
そ
う
に
な
り
ま
し

た
．
．
実
際
に
何
人
も
の
日
本
人
が
、

こ
の
魚
を
食
べ
て
本
当
に
死
ん
で
い

ま
す
．
な
ぜ
そ
う
ま
で
し
て
こ
の
魚
．

を
食
べ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
挑
戦
で

す
か
？
私
は
、
と
て
も
危
険
な
挑
戦

だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
わ
た
し
は
日
本
の
食

べ
物
に
つ
い
て
不
満
を
一
己
い
ま
し
た

が
、
す
き
焼
き
や
う
ど
ん
、
そ
は
、

て
ん
ぷ
ら
、
お
婿
み
焼
き
な
ど
、
婿

私
は
刺
し
身
が
と
て
も
婿
一
き
な
食
べ
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
か
ら
皆
さ
ん
、
怒
ら
な
い
て
く

　
　
　
時
々
肉
が
ま
だ
生
一
だ
さ
い
。
日
本
の
食
べ
物
の
全
部
を

嫌
い
な
わ
け
で
は
あ
り
謹
ぜ
ん
か
ら
．

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
　
番
有
名
な

食
べ
物
は
、
多
分
ミ
ー
ト
パ
イ
で
し

．
よ
う
。
直
径
十
五
セ
ン
チ
く
ら
い
で
、

パ
イ
生
地
の
中
に
ひ
き
肉
と
肉
汁
が

入
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

．
も
食
べ
ら
れ
、
と
て
も
安
く
て
簡
単

で
な
か
な
か
お
い
レ
い
食
べ
物
て
す
．
、

南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
、
パ
イ
フ

ロ
ー
ク
ー
と
し
う
お
も
し
ろ
い
食
べ

物
が
あ
り
ま
す
．
ミ
ー
ト
ハ
イ
を
え

ん
ど
う
一
ロ
ユ
ス
ー
プ
．
の
中
に
入
れ
て
、

ト
マ
」
ス
ー
プ
を
注
ぎ
ま
す
、
ハ
イ

は
ス
ー
フ
．
の
上
に
啓
く
の
で
パ
イ
フ

ロ
ー
ク
ー
と
一
三
〇
う
の
て
す
，
パ
イ
の

茶
色
と
、
ス
ー
プ
の
緑
色
と
、
ソ
ー

ス
の
赤
色
と
い
う
色
の
組
み
ム
ロ
わ
ぜ

が
変
な
の
て
、
見
か
け
は
悪
い
で
す

が
、
と
て
も
お
い
し
い
食
べ
物
て
す
。

　
わ
た
し
は
ム
フ
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ

な
口
］
本
の
料
理
を
食
べ
ま
し
た
が
、

ま
だ
納
豆
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま

ぜ
ん
。
実
は
、
納
一
豆
を
貝
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
納
一
豆
の
匂
い
と
味
は
、

と
て
も
ま
す
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
納
一
豊
を
食
べ
る
の
は
、

と
て
も
お
も
し
ろ
い
経
験
に
な
る
で

し
ょ
う
。
も
し
、
私
が
納
豆
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
な
ん
で
も
食

べ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
．
、
き
っ
と
、

コ
ン
ニ
ャ
ク
も
食
べ
る
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
。

♂
雲
路
だ
ギ
り

【
南
郷
村
】

ハ
ン
グ
ル
語
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
肖
済
の
里
つ
く
り
を
進
め
て
い
る
南

郷
村
で
は
A
ラ
年
度
も
、
国
際
憂
流
］
目
と

し
て
新
し
‘
、
夫
村
さ
れ
た
金
善
旗
さ
ん

の
指
導
で
騨
催
弓
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
村
外
か
ら
も
募
卜
し
〔
い
ま
す
の

て
、
受
講
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に

あ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
講
座
開
設
期

　
“
．
鉢
≒
∵
∴
ド
、
一
干
ぎ
／
弓
・
・
ひ
｝
　
．
，
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お
間
い
合
わ
せ
と
お
申
し
逮
み
は
、

幸
芝
川
一
獄
喜
委
ロ
≒
　
レ
〔
容
｛
／
・
．
1
・
・

内
線
4
5
）
へ
ど
う
ぞ
。

【
諸
塚
村
】

5
月
2
日
田
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
歩
こ
う
会
勺

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い

池
の
窪
ク
リ
ー
ン
コ
ミ
ュ
．
一
テ
ィ
広
場

を
メ
．
r
ノ
ヘ
ム
場
に
、
オ
リ
エ
ン
ー
ノ
ー
リ
．

ン
グ
・
レ
ク
リ
ー
ー
ノ
コ
ン
を
行
い
ま

す
。
ま
疏
、
先
日
完
成
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ス
レ
ブ
ッ
ツ
て
垣
ん
で
い
た
だ
‘
、

一．

v
と
に
し
て
い
ま
す
。

【
椎
葉
村
】

国
定
公
園
「
扇
山
」
山
開
き

　
五
月
九
日
、
茸
山
の
山
開
き
を
行
い

ま
す
。
受
付
は
午
前
九
時
半
か
ら
。

　
日
向
か
ら
は
顛
て
一
」
時
問
、
バ
ス
で

上
椎
葉
経
由
三
時
間
で
扇
山
笠
山
］
に

着
き
ま
す
。
登
山
口
か
ら
一
時
間
半
で

山
頂
へ
。
山
償
付
近
に
は
、
石
楠
花
が

美
し
く
咲
い
て
い
ま
弓
。
ま
た
、
一
二
百

六
十
彫
の
展
望
が
楽
し
め
ま
す
。
［
玉
さ

が
し
ゲ
ー
ム
や
蕎
年
団
に
よ
る
イ
ヘ
ン

ト
も
あ
り
ま
弓
。

【
門
川
町
】

5
月
1
5
日
か
ら
受
付
開
始

夢
人
島
サ
バ
イ
バ
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
乙
島

　
門
川
湾
に
ぽ
っ
か
り
浮
か
ぶ
乙
島
は

門
川
の
豆
の
主
役
。
田
島
は
、
周
囲
四

腫
．
暖
地
帷
植
物
の
群
生
す
る
無
人
需

で
す
。
島
内
で
は
機
釣
り
や
磯
遊
び
、

森
林
浴
な
ど
も
楽
し
め
る
な
ど
、
自
然

の
宝
唾
ぐ
弓
。
今
年
の
嚢
は
、
ひ
よ
っ

．
し
り
ひ
よ
一
つ
た
ん
島
そ
っ
く
り
の
乙
凱

に
、
ぜ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

【
東
郷
町
】

東
郷
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
一
一
ス
部
大
活
躍

　
．
一
目
、
＝
．
中
県
で
開
か
れ
た
全
国
都

道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
ソ
フ
ド
一
7

一
一
ス
大
会
で
、
蜜
一
説
県
を
代
表
し
⊂
出

場
し
た
更
郷
中
男
子
ソ
ソ
ト
ー
ノ
．
一
ス
部

が
、
昇
事
一
的
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
．
」
の
」
L
位
入
賞
を
町
民
み
ん
な
で
祝

お
う
と
四
月
十
日
、
町
商
工
く
ム
主
催
で
、

祝
賀
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
当

日
は
、
満
悶
の
桜
も
．
」
の
日
の
た
め
に

花
σ
ら
を
散
う
せ
て
、
文
亨
顧
り
「
花

吹
雪
」
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
で
し
た
。

釜
三
＾

　
、
　
、、
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「新城跡」　～

重
い＿

文化財についての問い合わぜ’は市社会教育課（8内堀42のへ

　
市
内
に
残
る
中
世
の
城
跡
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
川
か
活
を
し

て
ぎ
ま
し
た
．
田

　
今
回
の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
「
ま
た

か
」
と
お
思
い
の
か
た
も
い
ら
っ
し

め
、
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
も
と
も
と

中
・
世
の
城
跡
は
小
L
尚
い
山
の
し
な
ど

に
入
知
れ
ず
築
か
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
た
め
、
一
二
草
や
堅
木
な
ど
が
北
目

丈
ほ
ど
に
生
い
茂
「
．
て
い
る
夏
場
に

は
発
見
さ
れ
に
く
く
、
苧
か
枯
れ
、

見
通
し
の
よ
く
な
「
．
て
い
る
冬
場
に

確
認
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
．
．

　
今
回
ご
紹
介
す
る
新
城
跡
も
マ
ム

シ
の
い
な
い
時
期
に
発
見
さ
れ
た
も

の
で
、
場
所
は
本
市
と
門
川
町
の

境
．
、
も
う
少
し
詳
し
く
書
け
ば
本
市

の
．
艮
谷
と
門
川
町
の
分
蔵
の
間
に
そ

そ
り
立
つ
意
向
五
ト
メ
ー
ト
ル
級
の

起
仙
n
に
と
ん
だ
．
比
陵
地
口
冨
、
レ
噛
い
・
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
．

　
こ
の
短
い
コ
一
十
1
で
新
陥
城
跡
の

特
徴
を
細
か
く
検
討
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
が
、
城
跡
の
　
角
に
⊃
長
谷

越
．
几
」
、
ま
た
は
「
新
城
越
え
」
や

「
分
蔵
越
え
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
街

道
や
関
所
〔
番
所
〕
跡
の
伝
説
が
残

っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す

　
も
し
、
そ
れ
が
本
当
だ
と
し
た
ら

新
城
跡
は
街
道
を
抱
え
込
ん
だ
城
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す

　
城
〉
言
え
ば
群
雄
達
が
戦
闘
や
地

η

域
ト
又
．
配
の
た
め
に
苫
心
し
て
染
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

　
な
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
交
通
の
拠
占
…

を
城
の
中
に
取
り
込
ま
ね
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
歴
史
的
な
背
景
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
謎
を
解
く
鍵

は
、
や
は
り
城
跡
を
丹
念
に
歩
き
回

っ
て
探
し
出
す
し
か
あ
り
ま
せ
ん
．

　
た
だ
悲
し
い
こ
と
に
、
李
節
は
す

っ
か
り
春
め
い
て
き
ま
し
た
．

　
や
が
て
城
跡
は
す
さ
ま
じ
い
プ
ッ

シ
ュ
に
覆
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
し

ょ
う
．
、
謎
解
き
は
次
の
冬
ま
で
も
ち

越
し
に
し
ま
す
　
数
百
年
も
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大会に出場、2すの智
子さんが見宰へ．スト4

「こ入賞しまし芒。

▲夏1こは15万本のひまわり
15万本のひまわりを咲かせよ．うヒ4月11Fヨ、「ま場整備が終わ．つたばかり
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献血‘d心の贈06の
　　　5月のスケジュール

6日〔木　　日　　向　　大　　丸　10：00～13：30

　　　　渡辺病院75二〇〇～15：00
14日←金1　日向農業協同組合　10：00～13：00

　　　　マルショク日向上町店　14：30～16：叩
1’

T日旧：1　お倉ヶ浜駐車場m100～15：30

19日1加　　宮崎太陽銀行日向支店　田：00～寧2：鱒

　　　和田病院14：00～16コ0
2ア日〔木日向保健所田：00～16：00

3月中の交通事故〈日向市分＞lI内は前月比

発　生　死　亡　負傷者　止血事故
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　　　罫に1｝おい
　　　　　　ド水道課からのお知らせ

受益者負担金が決まりました
（第4次処理区域72ヘクタール）

1平方メートル当たり【455円】

　　　　　　第4方ノ9∫し岬【メt・配の・や益考繭‡「にしはN
こ三唱1登・6罐’、ユ日著丹亀議λ、・3斯杓1」，〒，訊

　　　　　宏σ）冨議石経一Gλ1定、＼れ「衷した、，

　　　　　【対象区域】（ノしの区域［ツ陞照）
　　　　　　財光寺排水匡第2負担区／

人「≒1財四馬ママtルとトウ〆pの　 て

れそれ　　部

　亀崎排水区第1負｝日区」
　　F租［蹟「y画1整理1×t・戎「封N　入「一㌃．』’÷ニィ凸－．

　一1＼ノバーN後無1B、西凸＼もロ二つ曇、

　血トぜの内、西の窪θ）それぞれ　部

【対象となる土地】
　レL］し｝σ）匠イ　重［或凶（ノ）　　1　　むtrこ　c　j　／＼　てr　ノ∫　、　　　ず　コ　｝t　］

r7）文ヨ　⊂墾　　C⊂∫　o　　　r『だ　1　ド、　　　t土tqσ）土t↑三目＼「禾1上

用目郎．有とによ　，〔「、1、徴収猶）㌻、減
免、（ノ）r昔置ノゴ（L＝L．，ノr－lrし、∂．⊂，o

【負担金を納めていただく人】
　第4比財q几干甲1メし「或「勺1、’Lt也イ上トむ　一．1⊂し、

＜ノ』1、」護け、椿不llムh　．〔r．’γ「

【徴収時期及び期間】
　第4寺田躍区の自手B〔Lトよ、1／目か1・

lL回収る始亙）射す、，’1／成5f手．劇中は、11

目，L　6汁2目ド12匡」、以降は、6月・

8月・1／押入ンひ翌年σ）2「〕くとし、委i「へ

2〔〕回の分割で納八L，ていただ・、しとに

なりま畷，浅た、20［u1分あるいは数回

分をま～一めて一納め（＝いオーだ・、ピ、しもζ．

さ歯一1。こσ）場古、綱何された納期数
1、甘しr、報奨妖Lハ∵掃、㌧れ3可、，

【説明会の開催について】
　登・1甘1害1負1日寺ナなと『1．エ．二）し、⊂σ）昌兇日月会

石吊目していびす。円桿などに．つい（：

は、別途対月掛の旨さ戸1ノに通知します、，

　　　　　偲鶴飼囎（塁（り

幼児の日本脳炎の予防接種について

　今年も、日本脳炎の予防接種時期がやって
きました。

　日本脳炎は一一度発病すると、適切な治療を

受けても治癒する者は3分の1といわれる、
恐ろしい病気です。

　予防としては、ワクチン接種が有効です。

日向市は、日本脳炎の予防接種を市内の医療
機関で実施しています。

対象者◇3歳～6歳以下（就学児は除く）
接種時期◇5月・6月の2ヵ月間
接種場所◇市内医療機関（・部の病院を除く）
接種方法◇1－2週間の間隔で2回（初回接種）

，：

ト5

1とと

初回接種から1年後に1回（追加接種）．「

接種料◇1回200円

　　　〆づ：三二≠砂
　　　，二一

　　　，
’　　　　　1

　
き
■
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1
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日
（
金
）
　
1
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時
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ろ
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所

お
気
軽
に
ご
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用
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だ
さ
い

　
　
『
税
に
関
す
る
定
期
相
談
』

衡群
　衛生面に気をつけましょう！

　　1
一一」

国民年金 ①

　交通事故巡回相談

■と　き
　5月20E］（木）

　10：30～14：30

1■ところ

L一軟公民館．

「3

　年金は、老後になってもらうものだけと

　思っているのではないですか。

　①65歳から受ける…………老齢基礎年金

　②障害者になったとき……障害基礎年金

　③ご主人を亡くしたとき…遺族基礎年金

　があります。
　

1年金は、老後のためだけでなく、「もしも」．
　

1に備えるものと考えてくださし㌔

　，・賊5年4月か’，　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　i匡1民年金保険料は　　月額10500円i　．

　L≧なりました　　　　　　　　　　1

騨」

［函互ぜ］

日向市国民年金協議会では、グランド

ゴルフの用具を無料で貸出をしていま

す。ご利用ください。

　問い合わせ：日向市市民課年金係
　　　　容52－2111（内線2137／2138）
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ρr巴5■■隔雌

自嚢早1こL三1こ口γ．《π＝．

お肝ξ・℃r．♪⊃建一とブrご一

頂立7）づ六なヱき〔

お父さんから一言

菰再に看二て1キ　　7つ才ふ

　　，発足はいつですか

　　　LF成2年10月てす　同化交‘允センターの第1回綱引き

　　　f傭人：会を見て、興味を持りた10入で結成しました

　　りPRをどうぞ

　　私たちは、運動会ての桐引きとは　・味違一、た、競技と

　　しての綱引きチー・ムてす　男女とも1チーム8人て編成

　　し、8入の含r；卜体重か男は600き『1以ド、女は4805以ドと

　　いう体重制限があります　綱引きの魅力は、8入の気持

　　ちをし㌧たり合わせて相fを引き込むことてすね

　　時年1月県大会て私たちか優勝、男竹か準優勝して、

　　私たちは東京ての全国氏会に出場．今・年2月の県大会て

　　は共に優勝して、幕張メノセでの全国大会にアヘノク出

　場を果たしました　これからもいろいろなた会に出たい

　　と．慰、ていますか、結婚なとてメンバーか4尺も抜けて

　　しまいました　／戸iも、全国大会を目指したいと思一、て

　い圭すのて、興味のあるちは日向フィノトネスセンクー
　　1容領361P　まて是Jlこr皇絡くたさい　男州も募集中
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市役所は盈52－2111（代表）です。
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詠
進
要
領
】

①
自
作
の
歌
で
1
人
－
首
。
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
、

②
用
紙
は
半
紙
（
利
紙
）
と
し
、

毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
．
、

◎
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た

め
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
ム
ロ
は
、
炮
人
が
代
筆
し
て
も

か
ま
い
ま
ぜ
ん
が
、
そ
の
場
ム
ロ
、

別
の
紙
に
代
筆
の
理
宙
、
代
筆

者
の
住
所
・
　
静
寧
を
書
い
て
添

え
て
く
だ
さ
い
，
な
お
、
視
覚

障
害
の
方
は
、
点
亨
で
も
可
。

④
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
間

い
、
右
半
分
に
お
題
と
歌
、
左

半
分
に
郵
煙
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）
、

生
年
月
明
〕
お
よ
ひ
職
業
（
な
る

べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で

書
い
て
く
だ
さ
い
。
無
職
の
場

合
は
「
無
職
」
と
書
い
て
く
だ

さ
い
．
、
な
お
、
主
婦
の
場
ム
ロ
は
、

単
に
「
主
婦
」
で
可
。
、

詠
進
の
期
間
一
9
月
3
0
［
□
ま
て

宛
て
先
1
1
⑰
㎜
頭
京
都
干
代
田

区
塾
代
田
り
番
／
号
　
宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
．

添
え
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
と
一
緒
に
捨
て
な
い
で
／

　
L
P
ガ
ス
の
小
型
容
器
な
ど

最
近
、
こ
み
と
一
緒
に
捨
て
ら

れ
た
L
P
ガ
ス
の
小
型
容
器
等

が
、
ご
み
回
収
車
や
清
掃
工
場

内
で
破
裂
し
火
災
が
発
生
す
る

事
故
が
多
発
し
て
、
人
的
・
物

的
な
被
署
が
出
て
い
ま
す
。

一
般
の
こ
み
と
一
緒
に
捨
て
る

と
危
険
で
す
か
ら
、
容
器
が
い

ら
な
く
な
っ
た
ら
、
曉
長
し
た

し
P
ガ
ス
販
売
店
ま
て
お
持
ぢ

く
だ
さ
い
．
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の

販
売
店
、
県
消
防
防
．
災
課
（
容

0
9
8
5
⑳
／
／
／
り
）
ま
た

は
県
L
P
ガ
ス
協
会
□
向
支
部

（
廿
⑬
5
7
8
3
）
へ
こ
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
ノ
ノ
講
濠
、

㊥o暁）〈oぐ認

　　⑬
㊨1題

　日向市で今回行わOる『市長・市議補欠選O」

の投O日は、平成5年6月20日です。

　上のOにはどんな文字があてはまりますか9

答えをハガキに書いて　〒883日向弔本町10番

5号　日向南役所選挙管理委員会あて5月10日

までにお出しください。正解者多数のときは、

抽選て3人のかたに記念品をさしあげます。

　なお、ハガキ［こは住所・氏名・年齢と電話番

号をはっきり記入してください。

　先月号は、「ら」「で」「る」が正解で、応募37

人、正解36人でしたので抽選の結果、次のかた

に記念品をさしあげます。　（敬称略）

①穂永千恵（塩田）②川崎みどり（永江）

③三樹春奨（曽根町）

’4

－
．
．
．

ほ
し
ゅ
う

●
『
九
州
青
年
の
船
』
で

　
中
国
に
行
き
ま
せ
ん
か

　
［
、
九
州
圭
貝
〔
．
の
船
』
は
、
昭
和

47

N
か
ら
」
九
州
は
ひ
と
つ
L

を
△
ロ
一
一
一
＝
葉
に
、
九
艸
各
県
の
共

同
事
業
と
し
て
、
地
理
的
、
歴

空
甑
に
も
深
く
結
ば
れ
た
由
．
国

を
訪
閤
し
て
、
実
情
参
観
や
現

地
嵩
年
と
の
交
流
に
よ
り
友
好

親
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
船

内
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
、
九

州
青
年
の
連
帯
を
深
め
ま
す
。

，

ム
フ
年
度
は
、
次
の
要
領
で
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
1
5
目
1
4
口
〕
ま
で

応
募
資
格
一
昭
和
3
8
圧
．
4
日
U
2

ヨ
か
ら
昭
和
4
8
年
4
目
／
日
ま

て
に
生
ま
れ
．
た
方
で
、
県
内
に

り
最
要
上
住
ん
で
い
る
方

参
加
者
負
担
金
1
1
7
万
3
干
匹

実
施
期
間
一
8
月
2
9
日
〔
日
Y
－

9
月
9
日
（
入
）
【
1
2
H
問
】

申
込
先
1
1
而
社
会
教
育
課

※
関
係
書
類
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
申
迅
用
紙
は

社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）
。

く
わ
し
く
は
、
同
課
〔
容
内
線

2
4
2
2
）
へ
お
ロ
＋
め
に
．
．

●
青
年
海
外
協
力
隊
の
隊
員

三
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協

力
事
業
団
の
実
施
す
る
政
府
事

業
で
す
。
墜
異
は
、
現
地
の
人

々
と
同
じ
＝
＝
］
葉
を
話
し
、
同
じ

と
こ
ろ
に
住
み
、
同
じ
も
の
を

食
へ
、
自
ら
の
利
益
を
求
め
る

こ
と
な
く
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・

中
近
索
・
中
南
米
・
大
洋
州
の

国
々
の
新
し
い
国
造
り
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
一
2
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま

て
の
『
不
［
匡
籍
を
も
つ
b
身
と

も
巳
陣
更
な
百
年
男
女

　
　
　
せ
四

　
　
　
ら
0

　
　
　
知
一

　
一
－

　
　
　
お
丁
層

　
　
　
ン
＾

－
1
　
　
　
　
一
2
朋

　
　
　
メ
0
　ン
”
イ
ー

募
集
期
間
－
5
［
月
3
／
日
ま
て

募
集
規
模
－
－
饗
林
取
産
・
コ
ェ
・

県
守
操
年
・
土
木
建
築
・
保
建

衛
生
・
教
自
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

の
7
部
門
綿
尊
属
唾
、
約
工
．
名

選
考
試
験
1
1
り
次
／
筆
記
試
験

〔
授
姫
、
英
声
、
適
性
一
7
ス
ト
）

2
日
／
百
帯
出
蕪
〔
伍
人
百
接
、

授
嚇
直
接
）
、
建
豪
診
断

募
集
説
明
会
・
．
5
尾
／
3
日
（
木
）

／8

桙
R
0
分
．
2
／
時
　
垂
泊
而
社

会
教
意
馬
、
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
・
－
県
国
擦
六
三
課

（
豊
0
9
8
5
⑳
ア
0
0
4
）

●
橋
の
日
（
8
月
4
日
）
の

　
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

甲
や
禧
は
‡
】
ぐ
か
ら
私
た
ぢ
の

歴
‡
ヱ
や
マ
七
、
生
濡
を
育
ん
で

き
ま
レ
↑
．
　
「
湾
の
コ
」
　
は
、

乙
る
さ
と
の
檸
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
口
－
．
や
橋
＼
道
と
の
㍉
れ

アー

@
ヂ
序
」
運
炉
「
レ
て
面
沈
＋
三
川
一
や
河
用

浄
化
、
道
暇
コ
愛
護
つ
旧
を
毒
み
、

人
々
の
亦
＋
　
．
爺
を
嘘
げ
よ
う

と
、
全
匡
に
先
駈
け
て
昭
札
6
／

三
ガ
b
行
っ
て
い
る
も
の
で
す

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集
要
項
】

．
」
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
テ
ザ
イ
ン

し
て
く
だ
さ
い
．
．

・
橋
の
恩
恵
に
感
謝
し
よ
う

∴
几
川
の
浄
化
や
道
路
愛
護
へ

　
の
関
心
を
高
め
よ
う

・
「
こ
こ
ろ
の
契
け
橋
」
「
夢

　
の
架
け
橋
」
橋
は
た
く
さ
ん

　
◎
人
黛
卸
や
〕
を
「
、
’
な
ぎ
ま

　
す
　
そ
渚
な
ひ
ろ
が
つ
を
大

　
切
に
レ
よ
う
，

作
品
規
格
一
B
4
乳
の
画
用
紙

ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
に
、
3
色
以

内
で
描
く
（
煙
用
す
る
と
き
は

白
黒
の
場
ム
ロ
も
あ
る
）
。

応
募
資
格
…
県
内
在
住
の
方

締
切
日
－
－
5
月
2
9
□
（
士
）

賞
1
1
最
優
秀
（
／
名
）
／
貰
状
と

賞
金
5
万
円
（
小
中
高
生
は
記

（コ

v
⊥
）
　
優
秀
（
2
名
）
・
倖
作

（
若
干
名
）
／
／
貫
状
と
記
念
晃

送
り
先
5
1
⑰
晒
恵
崎
而
江
日
東

／
0
－
．
9
－
－
㎝
　
宮
燭
橋
の
日
実

行
委
舅
入
墨
事
務
日
旦

　　婚
『〒7’

②　、霧

●
宮
崎
県
育
英
資
金
の
奨
学
生

申
込
資
格
1
1
①
本
人
の
生
計
を

主
と
し
て
維
持
す
る
人
が
、
．
県

内
に
住
ん
で
い
る
こ
と
　
②
高

等
専
門
学
二
又
は
高
等
学
校
・

大
学
又
は
短
期
大
学
に
在
学
し

て
い
7
1
哩
こ
と
　
◎
特
別
会
計
の

奨
学
生
は
工
業
に
関
す
る
学
科

に
存
籍
し
て
い
る
こ
と

申
込
方
法
1
1
関
係
書
類
を
、
学

ノ
へ

校
長
を
経
由
し
て
県
教
育
委
員

会
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
日
本
育
英
会
等
、
他
の
奨
学

金
と
の
重
複
採
用
は
し
ま
ぜ
ん
。

申
込
期
間
1
1
5
月
1
4
日
目
勤
着

問
い
合
わ
せ
1
1
県
教
育
委
員
会

学
校
教
看
課

●
国
家
公
務
員
1
・
H
種
・
国

税
専
門
官
・
学
働
基
準
監
督
官
・

法
務
教
官
採
用
試
験
の
受
験
者

【
国
家
公
務
員
採
用
－
種
試
験
】

受
験
資
格
1
5
昭
和
3
5
年
4
日
［
2

日
～
昭
和
4
7
年
4
月
／
日
生

受
付
期
間
1
1
5
目
6
ヨ
～
／
7
日

第
一
次
試
験
1
1
6
月
1
3
日
（
日
）

【
国
家
公
務
員
採
用
n
種
試
験
】

受
験
資
格
1
1
等
量
3
9
年
4
月
2

日
～
昭
和
4
7
年
4
月
／
E
生

受
付
期
間
1
1
5
月
6
ヨ
～
／
7
日

第
1
次
試
験
一
7
月
4
□
（
日
）

【
国
税
専
門
語
採
用
試
験
】

受
験
目
貫
格
一
昭
和
4
／
年
4
［
円
2

日
～
昭
和
4
7
年
4
月
り
日
生

受
付
期
間
1
1
5
月
6
日
～
1
7
［
□

第
1
次
試
験
一
6
月
／
9
・
2
0
日

目
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
】

受
験
資
格
1
1
昭
和
3
9
年
4
月
2

日
～
昭
和
4
7
年
4
月
／
日
生

受
付
期
間
1
1
5
月
6
日
～
1
7
日

第
1
次
試
験
一
6
月
／
9
・
2
0
日

【
法
務
教
官
採
用
試
験
】

受
験
資
格
1
1
昭
和
3
9
圧
．
4
［
月
2

日
～
昭
和
4
7
年
4
［
月
1
日
生

受
付
期
間
一
5
月
6
日
～
／
7
ロ
］

第
1
次
試
験
一
6
月
／
9
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】
人
事
院
九
ル

事
務
局
試
験
係
〔
容
0
9
2
・

4
3
流
・
7
7
3
3
）

「灘
　
l
」
ド
水
迫
柱
↑
の
収
内

　
コ
r
弄
開
鷲
・
閉
栓
f
紅

　
，
，
r
　
一
料
金
の
1
1
座
振
片
f
続

　
※
i
卜
小
追
科
乍
　
の
目
庫
抵
ト
か
「

お
推
め
」
ま
す
　
金
融
機
関
え
は

水
U
課
に
印
恥
　
一
亜
通
帳
印
一

　
1
1
吋
香
写
．
水
坦
臼
金
の
日
臼
請

求
p
り
り
h
参
し
て

・
、
た
ン
こ
い

r
靴
渓
「
「
て．
一

　スロ　と二二のロフンそきレもう　

こもれびスタンヌラリー93

㊦．、…

ρ’専’ヒ’門「鵬「じ

■鳴■ロッテワールト

■細の蕨
4　　　こ　　　　　　　　●

●ρ『聯卿鱈

冨
一　．．轍　．鞘

串炉ン雫矯
ロ　　　　　ロ

．蝿

・倒

．蝉．‘

輔｝冨●「」唖闇－■梛嗣

一賭一1曜　一一

鴫F

●
防
衛
庁
職
員
（
事
務
官
・
技

官
）
採
用
試
験
の
受
験
者

　KO蘭0肥BI　STAMP　RALしY．駆

　　　　　　ス9ンフロここで
，． �ﾞ塞　　一」殉畠　．｛・

難
”

【
1
種
（
上
級
係
員
等
）
試
験
】

受
験
資
格
1
1
昭
和
3
5
年
4
R
2

日
～
昭
和
4
7
狂
．
4
目
d
ロ
］
生

受
付
期
間
／
5
月
／
0
［
□
～
2
1
日

第
1
次
試
験
一
6
月
2
7
日
（
日
）

【
H
種
（
中
級
係
員
等
）
試
験
】

受
験
資
格
1
1
①
昭
和
3
9
年
4
目

2
［
ロ
～
昭
和
4
7
年
4
月
1
割
目

②
昭
和
4
7
年
4
用
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
短
期
大
学
又
は
高

等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
及

し
平
成
6
年
3
月
卒
芙
見
込
者

◎
防
衛
庁
が
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
者

受
付
期
間
1
1
5
月
／
0
［
ロ
～
2
／
日

電
1
次
試
験
一
6
月
2
7
日
（
E
）

　
　
圏
　
　
働
　
［

・
醐
．
二
…
…
…
壷

　
　
　
…
窄
，
團

柵
．

四「『糀一 @　一譜
　　　　●応聾翼項。
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l
l
i

「

レ市日ニュース・行事は市蕨テレホンサービス㊨麗一劉◎◎へ

1
「・てあげる・・で・な・で、、，、・．

iほとんどの歯の病気は、治療を受け

iないと進行します・自然に治るという

1ことは期待できません，

！　私は、高校の校医をしていますが、
1

　最近の生徒の特徴は、治療をしている
1子とそうでないrの差がひどく、永矢

油画・…ば…と・…も

　高校生くらいになると、その生活習

慣はある程度確立されますが、小学、

　中学時代の習慣がなくなるわけではな

　いのですから、小さいときからの習慣
1づけは大切です。

i・・一・…一・ウ・・…は．

皆さん記憶にあると思いますが、現在、

検診内容はむし歯だけに限らず、歯周

疾患、歯の並びぐあいと、いろいろあ

　ります。そのうえ、多くの口の中を見

　ますので、疾患の存在はわかるにして

　も、その程度や治療の必要性というこ

　とまでは確認できないことがあります．

　受診したら、治療しなくてもいいと

1歯科医が判断するかも知れません．で
　

1も、むし歯があることを知り．治して

旨ことは謎康を保つ第．一一歩ではな

し　．しょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　1　歯科旧師会だより　！

　いよいよ新学期が始まりました、　　1

この時期．歯に関することで頭にう1

かぶの・、酬灘で仇・耕一一
の目的と言いますと・統計的；・も価値旨

蛙鑑賑ご疾患三二1

難聡乳幼児の健康診査

　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）

日H芋◇5月14FI、28日　13：00～14：1）0・受f4・

土髪｝　　li斤◇日Ir11f呆健ゆテ　1容52－5101）

対　象◇’F成5年2月生まれ

　7か月児健診（毎月第3金曜日）

日　　日寺◇　5　月21日　　　　　　　　　13：〔〕0～14：00・受f寸

土易　　「りi．◇日Irllf呆健トリテ　〔含52－5101〕

史ナ　象◇＝斗乙申文4．向三10∫1硅三まオし

　1歳児健康相談（毎月1回、誕生の翌月）

日　時◇5月12日〔水＞　　13：10～14：00受付

土易　　li斤◇日Ir11　rif引し｝｛衆穿」讐じ．　〔歪窒1勾糸泉2181・21821

対　象◇’ド成4年4月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月1回、誕生の翌月）

日ll寺◇5♪」20目（イく）　13：10～14：00受f玉f’

土易　li斤◇日lr11市健し捷ぞ1；理髪1∫　〔容内皮泉2181・2182）

対　象◇平成3年10月生まれ

　3歳児健診
日　時◇5月7日（金）　　13：10～14：00受fj』

土易　　1りF◇日「r11冨ゴ健15煙管；理葦　　1歪至1メ1箭泉2181・2182｝

対　象◇」F成2年1月生まれ。

ρ5月の休日在宅医
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．3か月児・7か月児健康診査
　・身体計、111レ身長、体和

　・問　　診

1（簿、艶．郷缶諺ピ㌦馬｝

　・小1暦十Pこ診察

　・三三団指・撃

払蘇磯：1二∴ll：：：辮）．

「　　　　　　　　　　　　　　　一

11歳児健康相談
　・身体計1貝II　・問診

　・育児回心　育児、口汚接種につ・して

i・栄養指i阜
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1歳6か月児・3歳児健康診査　1

・身体計測・問診・内科診察
・尚ド｝診察・讐三団指導

※母子健康手帳も忘れずに！
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　親子映写会
①δ・亀Oのタロウ
　　（アニメーション・25分〕

②モ5σcか物語
　　〔喚1映画・42分）

市中央公民館・日向入郷ライブラリー

5月19日（水）19：00～

市中央公民館　視聴覚室
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1　納税メモ（5月）　1

［　　　一　　　：
1　軽自動車税　　全期　I
I一 [税嚇・・日向の・・づ・。旨
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　人ロと世帯・・．口　　．「雛輔比
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向洋クリニック1泌尿・理学療法科♂㊤5488）田中病院〔内・

放・精神・神経科♂㊥2211＞日向i勺科医院〔内・小児・胃腸科
♂●②0880）　行案1穿〔医F完　〔産婦・別：ド【1三十♂じ：竈参1（）59｝

三ヶ尻医院〔整形外科’諺5557｝康IHI矢軍｛産婦人科’⑳7788）

松岡医院1内科’②5407｝沼田医院（皮・泌尿器科♂㊤3785）

濤il＝医院　1内・外・胃腸科♂）鎗2936）稲1巧くll艮科［矢院　〔♂㊤2209）

負交ll占与丙1与己　［宰右翼申　・「勺季｝♂●5重．6801）

黒木医院〔内科’⑦6055｝萩原眼千ご｝医院〔♂◎7222）山1C医院

（小児科’◎6066〕大層iξ医院〔内・整形外科♂㊤3337）

甲斐医院〔外科．35000）児｝1医院｛！1・児科’㊤2530）安部医院
〔1勾舌こト♂●（毒．4788｝

和田病院（内・外・放・脳外科♂⑦0011）佐藤医院（内・小児
科♂，㊤3324）iHllI眼科i矢院　〔♂b（診4009）

三股病院〔内・外科’⑯0034｝／沸1↑黎医院（内科♂り1⑭2459）芋

尾医堕一1外・産婦人科’〔舞14471

渡辺病院〔産婦・泌尿器科・♂じ⑭1し111｝吉田医院〔内・小児・放

射線科♂344〔｝D武富医院〔皮膚科’忽5522）
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※当番医が変わることがあ1｝ます．テレホンサービス1含53－1214〕1で』確認を
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今月の表紙

　こいク）；よリ1よ

鯉の滝のほりに
を　　ナ　ロ　ド　　ぱ　　　　　　　　ノ　ド

り怯ん　、、　ノし八

で疏派に成長す
るようにヒ．端｝

’トの節句に疏て

るものです
　目知屋保育所にも、　∫．どもたちの成

kをF顧うこいゾ）ぽりか泳いでいます

ピリオド　㊥
　ワーフロか入院してしまいました
争市役所ては，ノぐトの職員か文井類を

「7・・一ノロでイγb比しています　杓へも．広

報ひ，ゼ功・のF脳1㍉はワーフロて作成し

ていますか、そめワーーフロか故障して

しまいました　そのため／卜月号は、他

尺ノ）を侶りてf乍リました　oA機器も

故障したら粗大コミ・・・・・…！？　　　N
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	市政の基本方針と重点施策―地域に公平な施策事業を推進し、夢のあるまちづくり・人づくりに全力を尽くします。
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